
 

 

令和３ 年度 一般財団法人ふくしま建築住宅センター事業報告 

 

                                            自  令和 ３年４月 １日 

                         至  令和 ４年３月３１日 

 

令和３年９月に公表された年次経済財政報告書における令和３年度の上半期の我が国

経済は、新型コロナ感染症による活動の抑制が続いているものの、旺盛な消費意欲、設備

投資や住宅投資のプラス寄与も伴って、経済全体としては小幅であるがプラス成長となっ

たとされており、また、令和４年３月の日銀福島支店の福島県金融経済概況報告において

も、個人消費は減少しているが住宅投資、設備投資は持ち直しているとしております。 

 

 住宅投資の持ち直しは、県内の新設住宅着工戸数として表れ、平成28年度の17,757戸を

ピークに減少傾向が続き令和２年度には9,350戸となりましたが、令和３年度は10,028戸

と対前年度比107.3％と増加に転じました。 

 

こうした状況における令和３年度のセンター事業は、主要事業である確認検査業務にあ

っては、総取扱件数が対前年度比約 96.6％の 9,664件となり、手数料収入額は対前年度比

約 96.2％の 218,999 千円と減少しました。また、住宅性能評価や住宅金融支援機構の適合

証明業務も大きな減少となりました。 

 

一方、長期優良住宅審査、建築物エネルギー消費性能適合性判定、ＢＥＬＳ評価などの

業務は、取扱数、収入ともに増加しました。また、すまい給付金、地域型住宅グリーン化

事業、グリーン住宅ポイントなど国の住宅支援事業に係る業務により想定を超える収益を

上げることができました。 

 

公益目的事業である「安全・安心な地域社会形成支援事業」につきましては、新型コロ

ナ感染症拡大の状況を踏まえ講習会等を中止としましたが、関係団体や市町村等の要請に

応じた講師等の派遣については、主催者による感染防止対策を確認のうえで実施して参り

ました。 

 

この結果、令和３年度の収支は、確認検査を始めとする主要事業は減少しましたが、長

期優良住宅審査などその他の事業により経常収益を前年度比 102.4％確保し、正味財産を

11,169 千円増額させることができました。 

 

今後のセンター運営に関しましては、確認検査取扱件数が減少傾向であることから、自

粛していた営業活動を再開するとともに新たなニーズに対応した新規事業に取り組むなど、

収益の安定確保に取り組んでまいります。 

また、令和７年から施行予定である建築物エネルギー消費性能適合性判定の対象拡大に

対応できるよう職員確保と育成に積極的に取り組む考えであります。 

 

 引き続き、利用者の皆様に対し、迅速・丁寧な対応に努めるとともに、審査検査業務は

申請者様との協働作業であるという意識をもち、安心して、長期にご利用いただけるよう

適切な業務の執行を継続してまいります。 

 

 

 



 

 

  令和３年度 新設住宅着工戸数（令和２年４月～令和４年３月  国土交通省） 

 平成３年度 （戸） 令和２年度 （戸） 
備考 

（対前年度比） 

全   国 ８６５，９０９ ８１１，５８９ 106.7％ 

東   北 ４８，４３２ ４４，３５９ 109.2％ 

福 島 県 １０，０２８ ９，３５０  107.3％ 

 

 

１ 確認検査業務 

１）確認・検査申請件数 

 建築基準法に基づき、指定確認検査機関として建築物及び建築設備等の確認・検査業務

を的確に実施しました。 

確認申請件数は前年度比９９．１％の４，２６２件、検査申請件数は前年度比９４．７

％の５，４０２件となりました。また、収入額は前年度比９６．２％の２１８，９９９千

円となりました。 

 

  「全体件数」 

 令和３年度 令和２年度 
備考 

（対前年度比） 

確認申請件数 ４，２６２ ４，３０１ 99.1％ 

検査申請件数 ５，４０２ ５，７０７ 94.7％ 

計 ９，６６４ １０，００８ 96.6％ 

収 入 額  （千円） ２１８，９９９ ２２７，６６２ 96.2％ 

（注）収入額は、建築確認・検査を合わせた額である。 

 

「事務所毎の確認・検査申請件数」 

 令和３年度 令和２年度 
備考 

（対前年度比） 

県北事務所 ２，３９７ ２，５２４ 95.0％ 

県中事務所 ３，３８７ ３，４５３ 98.1％ 

いわき事務所 ２，５３３ ２，６２１ 96.6％ 

会津事務所 １，３４７ １，４１０ 95.5％ 

計  ９，６６４ １０，００８ 96.6％ 

 



 

 

２）災害に伴う確認検査手数料減額取扱い件数 

被災者の復興を支援するため、被災建築物については規程手数料額の１／２を減免しま

した。 

 

 
令和３年度 令和２年度 

備考 

（対前年度比） 

住 宅 

件数（件） ３６１ ５１５ 70.1％ 

金額（千円） ３，５３１ ４，８４５ 72.9％ 

一 般 

件数（件） ３３ ４８ 68.8％ 

金額（千円） ４３４ ７２９ 59.5％ 

計 

件数（件） ３９４ ５６３ 70.0％ 

金額（千円） ３，９６５ ５，５７４ 71.1％ 

            

 

２ 住宅性能評価業務 

「住宅の品質確保の促進等に関する法律」に基づく登録住宅性能評価機関として、設計

住宅性能評価及び建設住宅性能評価の業務を実施しました。 

 性能評価業務は、収入額は前年度比７１．１％の６，９７５千円となりました。 

 

 令和３年度 令和２年度 
備考 

（対前年度比） 

設計住宅性能評価（戸） ６２ １５５ 40.0％ 

建設住宅性能評価（戸） ５８ ４２ 138.1％ 

収 入 額 （千円） ６，９７５  ９，８１６ 71.1％ 

 

 

３ 住宅瑕疵担保責任保険業務 

住宅保証機構(株)の県内唯一の統括事務機関として、同機構の「まもりすまい保険」を

取扱っており、また、平成２９年度からは、㈱住宅あんしん保証の「あんしん住宅瑕疵保

険」を、さらには平成３０年１０月からは㈱日本住宅保証検査機構の「ＪＩＯわが家の保

険」についても、主に検査業務の実施機関として業務を行っております。 

保険取扱い戸数は、前年度比９９．０％の１，４４７戸、収入額は前年度比９４．８％

の３０，６９７千円となりました。 

 

住宅瑕疵担保責任保険 合計（まもりすまい保険＋住宅あんしん保証＋ＪＩＯ） 

 令和３年度 令和２年度 
備考 

（対前年度比） 

戸数（戸） １，４４７ １，４６２ 99.0% 

収 入 額  （千円） ３０，６９７ ３２，３６７ 94.8% 



 

 

［まもりすまい保険］ 

 令和３年度 令和２年度 
備考 

（対前年度比） 

保険契約取次戸数（戸） ８３２   ８８７ 93.8％ 

収 入 額  （千円） ２２，３４９ ２４，５６５ 91.0％ 

 ［住宅あんしん保証］ 

 令和３年度 令和２年度 
備考 

（対前年度比） 

保険検査戸数（戸） ３９８ ３２８ 121.3％ 

収 入 額  （千円） ５，６７６ ４，７３５ 119.9％ 

 ［日本住宅保証検査機構（ＪＩＯ）］ 

 令和３年度 令和２年度 
備考 

（対前年度比） 

保険検査戸数（戸） ２１７ ２４７ 87.9% 

収 入 額  （千円） ２，６７１ ３，０６７ 87.1% 

 

 

４ 独立行政法人住宅金融支援機構との業務協定に基づく業務 

住宅ローンの証券化支援事業に係る新築住宅及び既存住宅の設計検査・現場検査の適合

証明業務を実施しました。 

適合証明件数は、前年度比７８．７％の５９４戸、収入額は前年度比８９．０％の 

１１，３９４千円となりました。                       

          

 令和３年度 令和２年度 
備考 

（対前年度比） 

証券化支援事業 （戸） ５９４ ７５５ 78.7％ 

収 入 額  （千円） １１，３９４ １２，８０４ 89.0％ 

 

 

５ 長期優良住宅技術的審査業務 

「長期優良住宅の普及の促進に関する法律」に基づく登録住宅性能評価機関として、長

期優良住宅の認定申請に用いる適合証を発行するための技術審査業務を実施しました。 

なお、本業務は、令和４年２月２０日から「住宅の品質確保の促進等に関する法律」に

基づく「長期使用構造等確認書」交付業務に法改正されました。 

 令和３年度※ 令和２年度 
備考 

（対前年度比） 

申 請 件 数  （戸） ２０４ １８７ 109.1％ 

収 入 額 （千円） ７，１６５ ６，７６４ 105.9％ 

※令和３年度実績は、長期使用構造等確認の申請戸数、収入額を含めたものです。 



 

 

６ 低炭素建築物新築等技術的審査業務 

「都市の低炭素化の促進に関する法律」に基づく登録住宅性能評価機関として、適合証

を発行するための技術審査業務を実施しました。 

 

 令和３年度 令和２年度 
備考 

（対前年度比） 

申 請 件 数 （戸） ２４ １５ 160.0％ 

収 入 額 （千円） ８１８ ４６２ 177.1％ 

 

 

７ 「すまい給付金」制度に係る業務 

１）現金取得者向け新築対象住宅証明書の発行業務 

登録住宅性能評価機関として、住宅ローンを利用せずに新築住宅を取得する場合の「新

築対象住宅証明書」の発行業務を実施しました。 

 

 令和３年度 令和２年度 
備考 

（対前年度比） 

申  請 件 数  （戸） ５７ ４１ 139.0％ 

収 入 額 （千円） ２，０６９ １，４３９ 143.8％ 

 

２）すまい給付金申請受付業務 

すまい給付金の申請方法が、事務局に直接郵送申請、又は窓口申請となることから、住

宅保証機構(株)の統括事務機関として「すまい給付金申請」受付業務を実施しました。 

 

 令和３年度 令和２年度 
備考 

（対前年度比） 

申 請 件 数  （戸） ２，０９４ １，９８０ 105.8％ 

収 入 額 （千円） ８，０６１ ７，３９２ 109.1％ 

 

３）すまい給付金申請サポート業務 

すまい給付金の利用者に対して、住宅保証機構(株)の統括事務機関として給付金申請に

係る申請サポートセンター業務も合わせて実施しました。 

 

 令和３年度 令和２年度 
備考 

（対前年度比） 

申 請 件 数  （戸） ２５８ １８０ 143.3％ 

収 入 額 （千円） ７０９ ４９５ 143.2％ 

 

 

 

 



 

 

８ 建築物省エネルギー適合性判定業務 

 「建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律」の施行により、義務付けとなった

建築物エネルギー消費性能適合性判定の業務を登録建築物エネルギー消費性能判定機関と

して平成２９年４月より実施しております。 

 

 令和３年度 令和２年度 
備考 

（対前年度比） 

申 請 件 数  （件） １２８ ２９ 441.4％ 

収 入 額 （千円） １０，５２１ ５，９７１ 176.2％ 

 

   

９ 建築物の省エネルギー性能表示制度（ＢＥＬＳ）評価業務 

「建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律」により、第三者機関が建築物の省

エネルギー性能を評価・認証する制度で、当センターは第三者機関として、ＢＥＬＳに係

る評価業務を実施しております。 

 

 令和３年度 令和２年度 
備考 

（対前年度比） 

申請件数（件） １１１ ４１ 270.7％ 

収 入 額  （千円） ２，９３６ １，３４３ 218.6％ 

 

 

１０ 「福島県省エネルギー住宅改修補助事業」に係る業務 

福島県との協定に基づき、県事業である「福島県省エネルギー住宅改修補助事業」の実

施事業者として、事業の広報・補助対象者の募集・補助金交付申請書の審査・補助金額の

確定・実施報告書の確認・補助金の支払いまでの一連の事務を令和３年４月２２日から開

始しました。 

(千円) 

 令和３年度 

予 算 実 績 令和４年度に繰越分 

事 業 費 
１００，０００ 

 （１００件） 

９４，８３０ 

（ ９２件 ） 

 ２，７００   

  （ ２件） 

事 務 費 １０，０００ ９，８２０ １８０ 

合  計 １１０，０００ １０４，６５０ ２，８８０   

 

 

１１ 「地域型住宅グリーン化事業」に係る業務 

一般社団法人すまいづくりまちづくりセンター連合会との契約に基づき、国事業である

「地域型住宅グリーン化事業（長寿命型）」の適合確認実施者として、事業の交付申請、

完了実績報告及び完了検査における適合確認業務を令和２年６月１９日から開始しました。 

 



 

 

 

 令和３年度 令和２年度 
備考 

（対前年度比） 

交付申請（戸） ２６２ ２４５ 106.9% 

完了実績報告（戸） ２４７ ４９ 504.1% 

 

 

１２ 安全・安心なすまいづくりまちづくり支援事業 

（安全・安心な地域社会形成支援事業） 

センター設立以来、公益事業として実施しておりました講習会の開催や住宅相談・まち

づくり支援事業につきまして、一般財団法人移行後の公益目的事業である「安全・安心な

地域社会形成支援事業」として実施しました。 

１）講習会開催及び他団体等への講師派遣の推進 

   県民の皆様が安全で安心して暮らせる建築物の提供に携わる事業者や建築士を対象 

として、講習会を開催するとともに関係団体への講師派遣を行っているところです。 

 

ア 講習会開催 

  令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の影響のため、当団体主催の講習会の

開催を見合わせいたしました。 

 

イ 関係団体への講師派遣「出前講座」等 

   〇「戸建て・省エネ講習会」    （建築士会福島支部様） 

     令和３年７月１５日（木）     開催地 福島市 

   〇「令和３年度 福島県木造住宅耐震改修事業者向け講習会」（福島県様） 

     令和３年９月６日・９日・１４日  開催地 福島市・会津若松市・南相馬市 

     〇「瑕疵担保保険について勉強会 他」（全建総連福島様）    

令和４年１月２１日（金）      開催地 大玉村 

〇「第２８回建築・消防行政に関する講習会」（建築士会福島支部様） 

令和４年２月４日（金）         開催地 福島市 

 

ウ 市町村の建築行政への支援 
〇浅川町中学校建設 

     浅川町教育委員会に対して校舎建設に係る技術的支援（７回）を行うとともに、

「浅川町中学校建設検討委員会」の委員として参加（５回）しました。 

     ・委員会開催  令和３年６月２８日～令和４年１月２４日（浅川町）   

 

２）「住まいるネットワークふくしま」の活動 

  震災復興に貢献する観点から、平成２５年８月に復興支援対策や技術力の向上など、

住宅事業者の方々に技術情報の提供を目的として「住まいるネットワークふくしま」を

設立し、令和４年３月末時点で１，０１９名の事業者の方々に会員登録をしていただき

ました。 

  会員の方々には、住情報提供を行うほか、確認申請プログラムの無償提供や、「まも

りすまい保険」利用にあたって一定の品質向上を図る場合には、団体割引料金等を適用

しております。 

 



 

 

 ３）「公益目的財産額」支出後の公益事業に係る支出額 

平成２７年度 ６，８３９，８４８ 円 

平成２８年度 ３，２８５，８６２ 円 

平成２９年度 １，２１８，１３６ 円  

平成３０年度 １，７８４，０６０ 円 

令和 元年度 １，７０６，７４２ 円 

令和 ２年度   ３８７，０８３ 円 

令和 ３年度   ９１５，７５８ 円 

 

１３ 建築統計に関する受託事業 

  福島県より建築動態統計補助事務を受託しました。 

・委託期間   令和３年４月２２日 ～ 令和４年３月３１日 

   ・受託料   ５９２，９００円 

・事務範囲   建築動態統計調査事務のうち、建築工事届及び建築物除却届より建築

着工統計調査表及び建築物除却統計調査票への転写を行う。 

 

 

 

 

 


